
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
光透過性の基体を介して入射される光を光学的情報記録層で反射して情報の読出しが可能
な情報ディスクと、
基体の光が入射される側とは反対の側に設けられ、情報ディスクからの情報読出し時に情
報ディスクが保持されるクランプ領域におけるクランプ厚さを情報ディスクの厚さより大
きくするスペーサとを備えることを特徴とする光ディスク。
【請求項２】
光透過性の基体はガラス製であることを特徴とする請求項１に記載の光ディスク。
【請求項３】
情報ディスクとスペーサは、各々厚さをほぼ０．６ mmとすることを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の光ディスク。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、光学式情報記録媒体である光ディスクの再生装置及び再生装置におけるピック
アップの検査や調整に使用される光ディスクに関し、特にＤＶＤのような貼り合わせディ
スクを再生する再生装置及びその再生装置におけるピックアップの検査や調整に使用され
るものに関する。
【０００２】
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【従来の技術】
光学式情報記録媒体である光ディスクを再生する再生装置においては、再生装置及びその
装置に設けられるピックアップの検査や調整作業に、専用のディスク（以下テストディス
クと称す）が用いられる（例えば特開平６－３６３５１号公報参照）。そして、このテス
トディスクには、検査・調整作業において発生するディスクに起因するエラーが排除され
ていることが要求される。通常、光ディスクシステムでは、所謂コンパクトディスク（以
下ＣＤと称す）のように、ディスクの形状や光学特性等の物理的な部分、及び信号（情報
）のフォーマットや変調方式に関する部分等について、詳細に規格化されている。即ち、
テストディスクには、この規格を満足しながら、且つ、物理的なあるいは電気的な変動が
発生しにくいことが要求される。
【０００３】
そこで、テストディスクの基体にガラスを用いることで、ディスクの反りや歪み（物理的
な誤差・変動）あるいは、信号ビットの形状が鈍ることにより発生するジッタ（電気的な
変動）等を極力抑えたものが実用化されている。ガラスは、ＣＤのディスクの基体に用い
られているポリカーボネートに比べ、製造コストは高いものの、硬度が高く機械的強度に
優れ、湿度や温度の影響を受け難いので、テストディスクの基体に用いるのに非常に適し
たものである。
【０００４】
さて近年、ＣＤの他に各種方式の光ディスクシステムの規格化と実用化がされており、各
方式の再生（あるいは記録再生）装置の検査・調整作業においても、夫々の規格に合った
テストディスクが要望されている。例えば、１枚のディスクの記憶密度を高め更に２枚の
ディスクを貼り合せることで、記憶情報量の大容量化がなされたデジタルビデオディスク
（以下ＤＶＤと称す）においても、上述のようなテストディスクが望まれている。
【０００５】
図３はＤＶＤディスクの部分概要図である。３、４は夫々情報が記録された光ディスクで
、３１、４１はポリカーボネート製の基体、３２、４２はピットの形状で情報が表される
光学的情報記録層、３３、４３は保護層である。そして、各ディスク３、４の保護層３３
、４３側が貼り合わされて１枚のディスクＡとなっている。各ディスク３、４からの情報
の読出しは、ディスクを裏返すなどして夫々基体３１あるいは４１側からレーザ光を照射
し、光学的情報記録層３２あるいは４１からの反射光を検出することでなされる。
【０００６】
ところで、ＣＤの規格では、ディスクは外径１２ cm、厚さ１．２ mm、質量１４～３３ｇと
なっており、基体にガラスを用いたテストディスクでは、規格を満足する外形及び厚さと
した状態で質量が３３ｇとなり規格の上限の質量であった。ＤＶＤの規格では、外径は１
２ cmで、１枚のディスクの厚さは０．６ mm（２枚の貼り合せると１．２ mm）で、ＣＤと同
じである（例えば特開平９－３２０１０９号公報参照）が、質量は最大２０ｇとなってい
る。このため、ＤＶＤ用のテストディスクの製造において、ディスクの基体にガラスを用
いると質量がＣＤ用のテストディスクと同じ３３ｇとなり質量が規格を満足しない。この
ため、ＤＶＤ用のテストディスクには、ガラスをディスクの基体として採用することがで
きなかった。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、斯様な点に鑑みてなされたもので、ＤＶＤのディスクのような外形寸法に対し
比較的軽い質量が規格化され、外形寸法に対して規格を満たすことのできない比重の材料
を用いてディスクを形成したとしても、質量の規格を満足し、そして、ディスクの基体に
ガラスを採用して物理的あるいは電気的変動の少ない特性の安定したテストディスクの供
給を可能にすることを目的とするものである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
請求項１に係る本発明の光ディスクは、光透過性の基体を介して入射される光を光学的情
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報記録層で反射して情報の読出しが可能な情報ディスクと、基体の光が入射される側とは
反対の側に設けられ、情報ディスクからの情報読出し時に情報ディスクが保持されるクラ
ンプ領域におけるクランプ厚さを情報ディスクの厚さより大きくするスペーサとを備える
ことを特徴とする。
【０００９】
請求項２に係る本発明の光ディスクは、請求項１に記載の発明において、光透過性の基体
はガラス製であることを特徴とする。
【００１０】
請求項３に係る本発明の光ディスクは、請求項１または２に記載の発明において、情報デ
ィスクとスペーサは、各々厚さをほぼ０．６ mmとすることを特徴とする。
【００１１】
【実施の形態】
図１は本発明に係る光ディスクの一実施例を示す概略斜視図、図２は図１の厚さ方向の断
面図である。尚、これらの図は理解を容易にするために模式的に描かれ実際の寸法及び縮
尺割合とは異なっている。
【００１２】
１は実質的なテストディスクである情報ディスクで、ガラス製の基体１１上に光学的情報
記録層１２が設けられテスト用の情報が記録されている。光学的情報記録層１２上にはア
クリル樹脂あるいはメタクリル樹脂等の紫外線硬化型樹脂からなる保護層１３が設けられ
ているが、基体１１の厚さはＤＶＤ用のディスクの１枚（１層）分のディスクと同じ厚さ
の０．６ mmに形成されており、保護層１３の厚さは、その厚さ割合からすると実質的には
厚みのない層として扱われる。情報ディスク１は直径１２ cmの円盤状で、中央部には情報
ディスク１の中心を中心とする孔径１５ mmのセンターホールＨが設けられ、センターホー
ル Hの外側には同じく情報ディスク１の中心を中心として内径２６ mmから３３ mmの間に情
報ディスク１からの情報読出し時に図示しない情報再生装置のクランプ機構によって保持
されるクランプ領域Ｃが形成されている。
【００１３】
２は、例えばポリテトラフルオロエチレンのような比較的軽量で硬質な樹脂で形成され、
情報ディスク 1の保護層１３側、即ち、基体１１のレーザ光が入射される側とは反対の側
に設けられたスペーサであって、図示しない情報再生装置のクランプ機構によって保持さ
れるクランプ領域におけるクランプ厚さを大きくするものである。スペーサ２は、情報デ
ィスク１よりも小さい外径の円盤状に形成され、センターホールＨと同じ径の孔を有し、
厚さ０．６ mm、外径は情報ディスク１のクランプ領域Ｃ（直径３３ mm）とほぼ同じ大きさ
を有している。本実施例では、スペーサ２の寸法精度や情報ディスク１への接着精度等に
対する誤差を考慮して外径を３４ mmとしている。そして、スペーサ２は、スペーサ２の中
心と情報ディスク１の中心との位置合わせがされた状態で、保護層側１３に接着固定され
ている。尚、クランプ厚さとは、情報ディスク１からの情報読出し時に図示しない情報再
生装置のクランプ機構が挟持する対象の挟持方向の厚さを意味し、本発明における情報デ
ィスク１及びスペーサ２の厚さを意味する。
【００１４】
さて、直径１２ cmでセンターホールＨを有するガラス製の情報ディスク１の質量はおよそ
１７．６３ｇ、スペーサ２の質量はおよそ１．１２ｇで、全体では１８．７５ｇであた。
従って、ＤＶＤの質量の規格は満たされる。更にディスク１の基体１１はガラス製である
ので、物理的なあるいは電気的な変動が発生しにくく、ディスクの構成に起因するエラー
が極力排除されたものとなる。
【００１５】
而して、スペーサを有する本発明のディスクを用いて再生装置及びその装置に設けられる
ピックアップの検査や調整作業を行なう際には、基体１１を介して情報読出し用のレーザ
光が光学的情報記録層１２に入射されるように、図１に示すディスクは図示しない再生装
置に装着される。このとき、ＤＶＤ用のディスクは規格では厚さが１．２ mmとなっており
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、装置のクランプ厚さが１．２ mmの厚さのディスクを的確にクランプできるように設定さ
れていれば図１に示すディスクは支障なくクランプされる。そして、再生装置を駆動して
光学的情報記録層１２に記録された情報を読出して再生し、良好な再生信号をえられるか
検査し、得られなかった場合は得られるように調整がなされる。良好な再生信号が得られ
ているかどうかは、アイパターンやジッタあるいは、記録した情報と同じ情報が再生でき
ているかなどを検出することで判断される。
【００１６】
ＤＶＤ用のディスクの場合、図３に示すように、同じ構成（記録されている情報は異なる
）のディスクが保護層側で張り合わされており、ほとんどの場合（ピックアップをディス
クの両面側に１つずつ持つ再生装置でなければ）再生したい側のディスク面（基体側）を
ピックアップ側に向けて装着することになるので、情報の読出し再生の際には、どちらの
面の情報を読出す場合でも、基体から光学的情報記録層までの距離は同じ０．６ mmである
。従って、テストディスクによる再生装置及びその装置に設けられるピックアップの検査
や調整作業はいずれか一方の片面だけ行なえばよいので、図１に示すテストディスクによ
り的確な検査・調整作業が可能となる。
【００１７】
本実施例では、スペーサ２はポリテトラフルオロエチレン製のものを用いたが、これに限
ることなく、例えば、比較的硬質で面精度の確保がしやすい樹脂でもよく、更にはガラス
製であってもよい。スペーサ２と同じ大きさのスペーサをガラス製とした場合、その質量
は１．１６ｇで情報ディスク１と合わせても１８．７９ｇとなり、やはりＤＶＤの質量の
規格を満たすことができる。
【００１８】
また、本実施例では、スペーサ２の外径はクランプ領域 Cの外径とほぼ同じ（３４ mm）に
したが、質量の規格を満足すれば、スペーサはクランプ領域を含み情報ディスクの外径よ
りも小さい範囲内の外径を持つものであっても構わない。
【００１９】
尚、本発明は、ＤＶＤ用のディスクに限られることなく、ディスクの外形寸法に対して質
量の規格を満たすことのできない材質でテストディスクが作成される場合において、質量
の規格を満たすために有効に適用されるものである。
【００２０】
【発明の効果】
本発明は、以上の説明から明らかなように、情報ディスクの基体としてガラスを用い、基
体の光が入射される側とは反対側、即ち保護層側に情報ディスクのクランプ領域における
クランプ厚さを情報ディスクの厚さより大きくするスペーサを備えることにより、ディス
クの外形寸法に対して質量の規格を満たすことのできない材質を基体に用いたとしても、
質量の規格を満足することが可能となり、そして物理的あるいは電気的変動の少ない特性
の安定したテストディスクの供給が可能となる。これにより、ディスクの再生装置及びそ
の装置に設けられるピックアップの検査や調整作業が的確に行なうことができる。
【図 1】本発明に係る光ディスクの一実施例を示す概略斜視図である。
【図２】図１の厚さ方向の断面図である。
【図３】ＤＶＤ用のディスクの概略構成図である。
【符号の説明】
１　　　情報ディスク
１１　　基体
１２　　光学的情報記録層
１３　　保護層
２　　　スペーサ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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